
  2017年度年次大会企画セッション プログラム 
9:10 –  早稲田大学 Course N@vi と 剽窃検知システム 

  深澤 良彰（早稲田大学） 
   

9:30 –  京都大学 Sakaiと ビデオ配信システム 

  梶田 将司（京都大学） 
  安藤 典久（Kaltura Inc） 

9:50 –  法政大学 Sakai と 社会人向 e-Learning講座 

  常盤 祐司（法政大学） 
  李  在範（株式会社ネットラーニングホールディングス） 

10:10 - パネルディスカッション 

  モデレータ 喜多 一 (京都大学) 

 

10:30 終了 
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  プロジェクト概要 
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IMS標準のLTIによりeLearningサービスプロバイダーが提
供するコンテンツを大学の授業支援システムから利用する
ための技術的および手続き的課題を明らかにし、それらの
課題を改善した大学教育環境を構築する。 

[Research Question] 

 LTI ConsumerからProviderに提供すべき情報 

 接続自動化 

 コンテンツ(電子書籍、テスト、PowerPoint)の大学にお
ける可用性 

 学習トラッキング 



  システム環境 
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LTI 

学生 



  利用概要 
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法政大学で稼働する 
Sakai11 

ネットラーニングで稼働する 
LMS上の学習コンテンツ イメージ出典： 

ネットラーニングWebサイト 



  コース概要 
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授業科目:2単位 
授業：15回 
予習/復習： 
2授業単位x15=45時間 

イメージ出典： 
ネットラーニングWebサイト 



  教員が利用する管理者画面 
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クラス全体の進捗 

特定学生の進捗 イメージ出典： 
ネットラーニングWebサイト 



  Sakai設定 
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[LTI設定項目] 
リモートツールの 
 URL 
 キー 
 シークレット 



  Pros & Cons – 法政大学 
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[システム関連] 
 ホットアタッチ 
授業支援システムを停止することなくLTIツールを組み込める。 
 
 手続きの簡略化 
LTIツールがIMSのCertificationを取得していれば、授業システム管理
部門にLTIツールの詳細な説明をしなくてもよい。 
 
[授業関連] 
 教材 
• 最新の内容に更新された教材が利用できる。 
• 教材の一部を利用したが、体系化されているので、理解不足のパー
トがあればそれを自習できる。 

• テスト問題が完備している。 
 
 学習ログ 
利用については検討すべきで課題であるが、ネットラーニングのLMS
がCaliper対応なので、標準的な学習ログが収集されている。 

Pros 



  Pros & Cons – 法政大学 
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 価格 
法政大学ではHTML5の学習に関して社会人向けのコンテンツ を使っ
ているが、正規価格 (41,040円)からディスカウントした価格でもや
はり高額である。 
 
 UI 
授業支援システムとはLook & Feelが異なるユーザーインタフェース
となる。ただし、学生が混乱してしまうようなレベルではない。 
 
 教材 
例えば反転授業で利用する場合、教室での対面授業でも教材を参照す
ることがあるので、PowerPoint教材が添付されていると望ましい。 

Cons 



  Pros & Cons – ネットラーニング 
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[システム関連] 
 連携のやり易さ 
LTIの基本部分はシンプルな仕様のため、既存システムに大きな変更を加
えなくても対応ができた。 
 
 自動登録・受講プロセスの簡略化 
通常は受講者登録を専用の受付で対応しているが、LTIを利用することで
シームレスな利用が可能になった。 
 
[ビジネス関連] 
 教材・テストなど、サービスの柔軟性を実現 

• 当社で扱っている数千コースがそのまま外部LMS上でサービス提
供ができることを検証し、ビジネス分野がさらに拡大された。 

• より速やかな顧客へのサービス提供を実現できた。 

Pros 



  Pros & Cons – ネットラーニング 
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Cons [システム関連] 
 連携の深さ 
LTIの仕様を網羅するためには現存システムとの整合性を確認する場合が
あり、高度な連携のためには確認が必要であった。 
 
 学習履歴提供との連携 
教材提供後、学習履歴提供が次の要望となる可能性が高く、提供する
データの種類および範囲について検討の必要がある。 
（詳細はLTI + Caliper Analyticsの組合わせ） 
 
[ビジネス関連] 
 ビジネス拡大関連 

• 大学および企業向けに提供する際、適切な価格策定およびサービ
ス提供プロセス・政策を深く検討・完備する必要性がある。 

• 提供教材をそのまま提供ではなく、様々な複数教材を組み合わせ
て必要な部分だけ利用するような要望について、対応の検討が必
要である。 



  現時点でのResearch Questionへの回答 
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 LTI ConsumerからProviderに提供すべき情報 
resource_link_id, user_id, roles, 

oauth_consumer_key など 
 

 接続自動化 
法政大学側では3つのLTI用パラメータを設定するだけで接
続できた。接続要件を判定するツールがあると良い。 

 
 コンテンツ(電子書籍、テスト、PowerPoint)の大学における
可用性 
復習教材として利用できた。 

 
 学習トラッキング 
管理者画面で概要は把握できるが、現時点ではCaliperデー
タは提供されない。 
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